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置屋型キメラ建築

Site C：紙漉き工房

ビル型キメラ建築（花街街区内）

Site B：文化発信拠点ビル型キメラ建築（再開発地内）

Site A：活版工房
ビル型キメラ建

Site A

音による奥行き性

視線による奥行き性

神楽坂は紙文化の
歴史がある街なのか

いろんなイベント
やってるんだ

紙作りやってみたい

神楽坂の花街は大正時代から栄え、Field、Hard、Soft が
揃い賑わいを見せていた。

しかし、現在の神楽坂は花街文化 (Soft) が衰退衰退、花街建築
(Hard) は空洞化空洞化により機能を失い、再開発による均質化・
キメラ化が加速している。その結果、花街としての神楽坂
は Field のみが残っている現状である。

まちは土地や環境の「Field」、そこに建つ建築や家具の
「Hard」、それらを用いて運営する「Soft」の３つから成り
立ち、それぞれが互いを補い合う互いを補い合うことで生態系は形成さ
れ、人々が関わり合うことで豊かさを獲得している。

FieldField

HardHard

SoftSoft 生態系生態系

Field

Hard

Soft大正の花街大正の花街

Field

衰退空洞化HardHard
SoftSoSo現在の花街現在の花街

かつて花街として栄えていた神楽坂。神楽坂花街は狭小
な路地空間に料亭からの三味線の音や料理の匂いが格子
を通して感じられる「奥行き奥行き」という特徴を持っていた。
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修景や復元とそれに合った新しい価値の付与を通し、 まちの再編まちの再編を行う

Field

Soft

花街

紙 商いSoft
HardHard

SoftHard

現在は Soft と Hard が衰退・空洞化、賑わっていたかつて
の花街のような「姿」を失っている。そこで、神楽坂に
生態系を再構築し、新しい価値を付与しまちを再編まちを再編する。

神楽坂と花街を繋ぐように紙文化が身体的に入り込み、
商いによる人との関わりにより神楽坂の生態系を形成生態系を形成。

奥行きのないキメラ建築の修景

拡がるかつての紙資源の利用

空洞化した花街のHard に
紙文化の Soft を入れること
で、新たな価値を持った
Hard として、転換する。

商いで文化が重層的に関わる

見番 発信 料亭 活版 仕出し屋 紙漉き

本提案は神楽坂三丁目のキメラ建築を対象キメラ建築を対象にリノベーショリノベーショ
ンを行い、花街と紙の共通のシステムから機能を配置する。

塀や格子を用い、視線・音・匂いを体感することで花街建
築の奥行き性を再付与、花街・紙文化が重なる拠点花街・紙文化が重なる拠点となる。

組合観光客

紙と花街が重なる３つの拠点

神楽坂に生態系を構築する上で、神楽坂組合と紙職人の連
携を作り、地域住民・観光客が入り込むように計画を行う。

将来的に「花街文化」、「紙文化」が根付くことで神楽坂の
生態系が形成され、まちのポテンシャルを高める。まちのポテンシャルを高める。

□人との関わりから神楽坂の文化が再び根付く□人との関わりから神楽坂の文化が再び根付く□花街と紙文化が重なる拠点づくり□花街と紙文化が重なる拠点づくり

□再び社会に定着する花街文化・紙文化□再び社会に定着する花街文化・紙文化

社会との乖離によって離れていった文化を再び神楽坂に定
着させ、新たな生態系新たな生態系として繋げる。

FUTUREFUTUREPRESENTPRESENTPASTPAST

花街花街

紙
再び定着

再び定着

地域住人紙漉き職人

再開発によるビル神楽坂に残る花街
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□均質化する花街□均質化する花街
花街のスケールが失われつつある花街のスケールが失われつつある。対象敷地である神楽
坂三丁目は花街の建築や街割りが残るが、高層ビルの建
設が進み、二面性が強く出ている場所である。

再開発

花街建築

□キメラ建築による花街の形態的模倣□キメラ建築による花街の形態的模倣
景観保全のため建物に花街要素が付与されるが、本来の花
街建築が持つ「奥行き」を失った形態的模倣「奥行き」を失った形態的模倣となっている。

PRESENTPRESENTPASTPAST

・オイルショック
・バブル期

・デジタル化

社会との乖離

社会との乖離

花街花街

紙

神楽坂では裏の「花街文化」裏の「花街文化」と神田川周辺発祥の表の「紙表の「紙
文化」文化」が存在。紙文化は、文豪愛用の用紙や花街での千
社札やポスターなど、出版 /花街文化と広く支えていた。

神楽坂の表裏の文化は時代とともに社会との乖離が拡が
り、現在では両文化が衰退両文化が衰退、結果、Soft としての側面が
失われている。そのため、神楽坂の花街文化は Field とし
て、紙文化は文化体験のためとしてのみ残っている。

□花街と共に発展していた紙文化□花街と共に発展していた紙文化

□神楽坂の文化と社会の関わり□神楽坂の文化と社会の関わり

出版から花街までを支えた表の文化出版から花街までを支えた表の文化

紙文化紙文化

黒塀

格子

前庭

庇

視線視線
音、匂い音、匂い路地

料亭

□花街の奥行き□花街の奥行き
神楽坂の街を歩くと、閉鎖的な黒塀や格子から三味線の
音が聞こえ、料亭へと引き込まれる「奥行き」「奥行き」を感じる。

〇神楽坂にあるキメラ建築〇神楽坂にあるキメラ建築

キメラ建築キメラ建築

現存する奥行き性
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MANAGEMENTMANAGEMENT

HOUSEHOUSE

イベント企画
運営方針の決定

習い事・教室

地域住民

建築家

出資者

神楽坂組合

香水

化粧品

ガラス

料亭

体験

観光客

出勤

発注・管理

共同

３拠点がそれぞれ別々の工程を担い、全てを回ることで紙づくりが完成する。 周辺の商いとコラボ

文選・印刷
活版工房活版工房

料

紙の作成

紙漉き工房紙漉き工房
仕

展示・販売
文化発信拠点文化発信拠点

見

職人住居置

連携

紙文化という生業を生活に組込み、神楽坂に紙のネットワークを広げる。

神楽坂の花街は料亭、仕出し屋、置屋（見番）の三つから
成る「三業地」「三業地」であり、建物を超えた歩行ネットワーク歩行ネットワークが
構成されていた。本計画では、その回遊性をまちに再付与回遊性をまちに再付与
するため計画を行う。

美容室仕出し屋置屋 旅館 提案 料亭 提携 組合

現在戦後

置屋見番
準備料理の運搬買い出し

芸者手配
出勤

仕出し屋 料亭

□花街の歩行ネットワーク□花街の歩行ネットワーク

□花街 Soft 衰退とHard 空洞化によるネットワーク減少
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Site

神楽坂組合 提案間 コラボ先 料亭と

□提案する 3拠点とまちとの連携□提案する 3拠点とまちとの連携

再編されるかつての花街ネットワーク 職人と紙づくり体験できる紙漉き工房

文選 ・ 活版体験を行える活版工房 展示も備える文化発信拠点 ： ケンバン
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活版

⽂選

紙⽂化に触れる紙⽂化に触れる
⽔槽に紙のもとを⼊れ、か
せを前後に揺らし、すきあげ
ていく。

ものを介した関わりものを介した関わり
紙漉き・活版を通じて作成したものを
展⽰・販売する。職⼈作のものも並ぶ。

インクの匂い・印刷⾳が漏れ出すインクの匂い・印刷⾳が漏れ出す
⽂選で選んだものを活版機を⽤いて印刷する。

緩やかに引き込む緩やかに引き込む
⼊⼝を側⾯に配置することで回遊させる
アプローチとし、直接的な視線をなくす。

活動が漏れ出す活動が漏れ出す

活版ー⾒番動線活版ー⾒番動線

紙漉きー活版動線紙漉きー活版動線 紙漉きー⾒番動線紙漉きー⾒番動線

オフィス関係者が使うテラス。
格⼦を通して、⾳が漏れ出す。

周辺商いとの連携周辺商いとの連携
管理・運営拠点として機能。イベ
ント時には組合との連携を⾏う。

神楽坂について知る神楽坂について知る
チラシや雑誌、ポスター等が並ぶ。ワ
ークショップのスペースとしても機能。

叩くことで匂いが漏れる叩くことで匂いが漏れる
紙の原料を叩いてほぐしていく。

活字を選ぶ様⼦が⾒える活字を選ぶ様⼦が⾒える
活字を拾い採字を⾏う。

匂い・⾳・熱を感じる匂い・⾳・熱を感じる
原料を煮て、繊維を柔ら
かく、ほぐしやすくする。
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水の音がする

何の音だろうインクの匂いがする

何選んでるんだろう

色々やってるなあ
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路地と建物の間に前庭を挟み込むことで、 直接的であったアプローチに対して、 緩衝帯を

設ける。 前庭を緩衝空間として機能させることにより、 奥行きに更なる深さを与える。

前庭前庭建物 塀

□緩衝帯としての前庭□緩衝帯としての前庭

□神楽坂・花街建築における格⼦のモジュール□神楽坂・花街建築における格⼦のモジュール

花街の塀 ・格子を調査し、 格子の機能とは 「見える見えないのコントロールによる

指向性の付与」 であると仮定し、 平面方向の角度を変えることで視線のコントロー

ルを行う。 また、奥行きを増幅させる神楽坂花街のスケールを踏襲した寸法とする。

神楽坂花街を踏襲したスケール

A：垂直

斜め方向からの視線の遮り

B：斜め

垂直方向からの視線の遮り

見附 ： 30
見込み
： 100

花街建築群

視線・匂い・⾳
奥⾏きを体感するエリア

匂い・⾳
⾳

再開発ビル群

ゾーニング別分布

02m 2m 4m 6m 8m 10m


